
くるみに対する固形肥料の肥効試験
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　初回に施肥量が多過ぎたため、施肥区殊に倍量区に植傷みが多く出たので、2年次には施肥

をせず調査をせず・そのま㌧経過し・本年春枯死苗を植え替して、施肥料を初回の半量とし允。

本生育季問に生じた新梢数及びそれらの伸長量を調査した結果が前表である。表でみるよう・に

各ブPtックまちまちの成綾で、初回のような傾向も認められず、肥勤を書う成績ではなかった。

資’　料

　　　　　　　　　　　　　棉の生育と収量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　池田佳子、倉島留次郎

農林省特産課の職旋により、棉品種の系統維持を担幽している愛知県農業試験場豊橋分場よ

凱下記感4品種の種子を得て試作した。ユ品種M5．Sm2宛に5月29日に播種した。下記

成績は各品種の比較的正常に生育した5株を調査対照としたものである。

　次年度には更に調査を重ねて地域適応性を判定したい。‘
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